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秋

冬

桜の咲く頃

地域の春夏秋冬
※最寄駅①龍安寺駅 ②妙心寺駅 ③御室仁和寺駅 ④宇多野駅 ⑤鳴滝駅 ⑥常盤駅

嵐電桜のトンネル ④
宇多野～鳴滝駅間の線
路の両脇に桜並木。
☎801-5315

４月 上旬～中旬
妙心寺退蔵院 観桜会 ②
通常非公開の本堂と、枯山水庭園「元信庭」を一
般公開する「春の特別拝観」を開催。
☎463-2855

土用丑の日付近
の土日

五智山蓮華寺 ③
きゅうりで体の悪い部分をなで、土に埋めると病気
を持ち去るといわれている。
☎462-5300

７月 第2土曜日から
3週間

法金剛院観蓮会 ②か③
回遊式庭園に90品種もの蓮が咲く。
☎461-9428

土用丑の日
三宝寺 ほうろく灸祈祷 ④
「ほうろく」を頭に乗せ、もぐさを置いて火をつけ
木剣にて九字を切り、悪鬼邪霊を払う祈祷。

１０月

１２月

第3日曜日
福王子神社 秋祭り ④
仁和寺の守護神で同寺から譲渡された神輿の巡
行が行われる。　　　
☎463-0937

第3日曜日
住吉大伴神社 神輿祭 ①
担ぎ神輿や地域の人たちによる力強い太鼓の演
奏が行われる。　　　
☎462-2298

１１月 上旬
龍安寺参道 秋祭り ①
地元学生や住民によるイベントで、フリーマーケッ
トなどが開催される。 

９日～10日
了徳寺 大根焚き ④か⑤
この大根煮を食べると中風除けになり、7年続けて
食べると中風、脚気にならないといわれている。
有料。☎463-0937

１月 7日
福王子神社 七草粥 ④
七草粥の発祥地。1月7日に食べると1年の邪気や
気が祓われるといわれている。
☎463-0937

毎週火・金曜日

妙心寺東林院 精進料理教室 ②
料理で使われる野菜のほとんどは境内で栽培され
ている。食事を無駄にしないなどの精進の心を教わ
る。参加費3600円。
☎463-1334

１０月 中旬～下旬

妙心寺東林院 「梵灯のあかりに親しむ会」 ②
和やかな600本のろうそく
のあかりが醸し出す幻想
的な雰囲気で庭の風情
を楽しむことができる。

８月 9日・10日

妙心寺 お精霊迎え ②
9日・10日に精霊を迎え、
16日に送る。お堂の周り
には、絵灯篭が飾られ、参
道には露店が並ぶ。灯篭
が点灯する「花灯路」も。

６月 15日～30日
妙心寺東林院 ②
十数本の沙羅の木があ
り、白い花を咲かせる。
☎463-1334

3月上旬～中旬

仁和寺 御室桜 ③
遅咲きの御室桜が有名。
京都の桜の最後を飾るス
ポット。
☎461-1155 

2月 下旬ごろ

京都マラソン
7つの世界文化遺産付近
を巡り、京都の魅力を堪
能できる。
☎366-0314

第１土・日曜日

三宝寺 厄落としの大根焚き ④
一年の罪汚れを落とす
「厄落としの祈祷」が行わ
れ、大根焚きが有料でふ
るまわれる。
☎462-6540

不定期

鳴滝能 ⑤
鳴滝の杉浦能舞台で、
鳴滝能が開催されている。
舞台との距離が近く、
迫力満点。
☎462-2665

春

夏

通年

御室・宇多野・常盤
おむろ うたの ときわ

常　盤

常盤から太秦へ歩いてみよう

常盤地域とは～ 京都市右京区の花園・双ヶ岡の西方地域の名称です。嵯峨天皇の皇子源常(みなもとのときわ)が、この地
域に山荘を構えたのが地名の由来とされています。

京都六地蔵巡り～ 8月22、23日に旧街道6ヶ所にあるお地蔵さんを巡拝し、祈願する行事。
各寺で授与された六種のお幡（はた）を家の入り口に吊るすと、疫病退
散、福徳招来がかなうといわれており、800年以上続く京都の伝統行事
である。六体のお地蔵さんは、平安時代初期に小野篁（かたむら）が一度
絶えて冥土に行き、甦った後に一本の大木に六体の地蔵菩薩を刻み、
大善寺に祀ったといわている。その後、平清盛が旅人たちの路上安全、
庶民の疫病退散、福徳招来を願って、都に通じる主要街道の入り口に地
蔵堂を建て祀ったことから六地蔵巡りの風習が生まれたといわれる。

この地域は世界文化遺産の龍安寺、御室仁和寺が存在し、多くの観光客が訪れる観光地であるとともに、長年地域を見守る街角の
お地蔵さんには歴史が漂い、四季折々の行事や、商店街からは人々の日常の暮らしを垣間見ることができます。
このマップを片手に、御室・宇多野・常磐の３つの地域を旅してみませんか？

行事等は学生が調査した段階の情報のため、変更になる場合がありますので、お出かけ前にホームページ等でご確認下さい。

嵐電北野線
大学生考案の
散策ルートを
ご紹介！

BB

帷子ノ辻～龍安寺 編

BBBB

嵐電沿線
まち歩きマップ
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①源光寺
臨済宗天龍寺派の末寺で、本
尊には地蔵菩薩を祀ってい
る。京都の夏を代表する伝統
行事京都六地蔵めぐりの一つ
である「常磐地蔵(乙子地蔵)」
が祀られており、これは上善寺
の鞍馬口地蔵を姉子地蔵と呼
ぶのに対し末っ子のことを指
す乙子地蔵と呼ばれている。ま
た、源義経の母である常盤御
前が晩年にこの場所で庵を営
み没したとの伝承がありその
墓がある。

②法雲院
龍臥山と号する臨済宗永
源寺派の寺院である。境内
の森は「常盤の杜(森)」と
呼ばれ平安時代より永遠
を示す歌枕として親しまれ
た杜の一部で、広隆寺など
周辺の森と繋がっている。
国の重要文化財など多数
の宝物が存在する寺院で
ある。

③大酒神社（秦神社）
祭神は秦の始皇帝、弓月王、秦酒公であ
り、大辟（おおさけ）神社または大酒明神
とも称される。「大辟」とは弓月王の父で
ある功満王が漢土の兵乱を避け、日本へ
と来朝し、この地に秦の始皇帝を祀った
ことに由来している。それが元になり「災
難避け」や「悪疫退散」の信仰が生まれ
たのである。また、大酒神社は元来、広隆
寺の桂宮院の境内に鎮守の社として祀
られていたが、明治元年の神仏分離令に
より現在の位置へと移し替えられた。京
都三大奇祭である牛祭りは広隆寺の伽
藍神であった当社の祭である。

④木嶋神社(蚕ノ社)
正式名称は木嶋坐天照御魂神社であり、蚕
の社とも言われる。祭神は天之御中主神・
大国魂神・穂々出見命・鵜茅葺不合命・
瓊々杵尊の五柱である。嵯峨野一帯は養
蚕・機織などに優れた技術を持つ秦氏の勢
力範囲であり、本殿の東には織物の祖神を
祀る蚕養神社があり、それが蚕の社と呼ば
れる所以である。また本殿の西側には「元糺
の池」という神池があり、京都三大鳥居の一
つである石製三柱鳥居が建てられている。
当神社は市内でも最古の神社に属している
が古来の姿を留めており、また秦氏との関
係も強く、京都市の史跡に指定されている。

⑤嘉陽門院墓(陵)
後鳥羽天皇の第三皇女で
ある礼子内親王の墓であ
り、嘉陽門院墓とは院号の
名前で本名は礼子内親王
という。この御陵は後鳥羽
天皇の母である七条院藤
原殖子の離宮柳(太秦)御
所跡でもある。宮内庁管理
の墓所はかなり広いもので
あるが、石造の五輪塔自体
は非常に小さいものになっ
ている。

１．奈良街道－大善寺－伏見六地蔵
２．西国街道－浄禅寺－鳥羽地蔵
３．丹波街道－地蔵寺－桂地蔵
４．周山街道－源光寺－常盤地蔵
５．若狭街道－上善寺－鞍馬口地蔵
６．東海道－徳林庵－山科地蔵

このマップは立命館大学の学生が、嵐電沿線地域を歩き、
地域の皆様のご支援ご協力を得ながら、

地域の魅力やスポットを紹介し、多くの方々に嵐電沿線地域に触れ、
楽しんでいただこうと制作したものです。
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太秦

御室仁和寺

宇多野

鳴滝

常盤

撮影所前

帷子ノ辻

太秦広隆寺

蚕ノ社

嵐電天神川

妙心寺

龍安寺

1

1

2

3

4

5

66

23

5

4

7

6

3

4
5

2

1

162

130

131

132

112

聖イエス会
嵯峨野教会

きぬかけの
路の碑

木
辻
通

法金剛院

双
ヶ
岡

土堂公園双ヶ岡
一の岡山頂

御
殿

（
有
料
エ
リ
ア
）

こもれび
広場

金堂

仁清窯跡

朱山七陵

嵐電北野線

妙心寺
長泉寺

龍安寺参道
商店街

等持院

JR嵯峨野線

住吉大伴
神社轉法輪寺

蓮
華
寺

霊山寺
（御室八十八ヶ所霊場1番札所）

龍安寺

泉谷病院泉谷病院

京都双岡病院

嵯峨野病院

宇多野病院

花園中高

花園小

御室小

御室小

双ヶ丘中

双ヶ丘中

京都学園中高
グラウンド

東林院

桂春院

退蔵院

きぬか
けの路

妙心寺道

花
園
会
館

北
門

南
門

花園扇野町

妙心寺前

妙心寺北門前

御室仁和寺

竜安寺前

宇
多
川

京都学園中高

立命館大

府立
聾学校

双
ヶ
岡
の
散
策
路

御室消防出張所

指月林

●
諒友館

●存心館

●あいおい食堂

kew
●

●
以学館

●
ワンダアカフェ

仁和寺

約100m

陽明文庫

一条通

学内には３つの食堂。
一般の人も利用可能。

金閣寺・龍安寺・
仁和寺の３つの
世界文化遺産を
繋ぐ観光道路

７ｍある阿弥陀如来像は圧巻！日本で2
番目に大きい木魚を叩くことができる。
参拝の際は事前に問い合わせ
（075-464-2668）を。

古文書・古典籍・古美
術工芸品を保存管理
している、歴史資料館。
3月～5月と、9月～11月
の期間は、解説を交え
ながら、案内してもらえ
る（要予約）。

国宝の水墨
画「瓢鮎図」を
所蔵。

足利氏菩提寺。歴代の足利
家15代の木像は見応えあり。

7つの陵墓の総
称。龍安寺本堂
右側の小道を北
に行くと現れる。

30年続く昭和に
タイムスリップで
きるカフェ。

標高116mの丘状
の古墳。頂上から
は仁和寺や市内
を一望できる。

教会のアンネ像
アンネの日記で有名な
アンネ・フランクの像が
ある。彼女の父からこの
教会に送られた、アン
ネのバラが咲き誇る。

世界文化遺産。
宿坊もあり一般
の人もお勤め
体験ができる。

世界文化遺産。方
丈庭園として有
名な石庭がある。

四季折々の花々
が観賞できる、関
西でも有数の名
園スポット。

立石一真創業記念館

桜の
トン
ネル

杉浦能舞台
（鳴滝能）

宇多野ユース
ホステル すりばち池公園

瓢箪池

法金剛院

双
ヶ
岡

双ヶ岡
一の岡山頂

御
殿

（
有
料
エ
リ
ア
）

こもれび
広場

金堂

鳴滝

御
室
川

妙心寺
長泉寺

JR嵯峨野線

住吉大伴
神社轉法輪寺

蓮
華
寺

霊山寺
（御室八十八ヶ所霊場1番札所）

福王子神社了徳寺

龍安寺

鳴滝総合
支援学校

宇多野小

三宝寺

東林院

退蔵院

妙心寺道
丸太町通

御室仁和寺

妙心寺前

花園扇野町

福王子

ユースホステル前

竜安寺前

指月林

西寿寺

仁和寺

約100m

1926年3月の嵐電北野線
の全線開通を記念して、
地元の人が植栽。約70本
の桜並木が続く。

嵯峨野高

常磐野小

京都双岡病院

本堂までの坂道の先には、日常を忘れら
れる趣ある空間が広がっている。

仁和寺とも縁が深く、仁和寺の
鎮守社である。また、七草粥とも
深い繋がりがある。

12月初旬に行われる大根焚きには沢山の人が訪れる。

ゴーゴーと音を立てて
村人に洪水を知らせた
という伝説から、鳴滝と
いう名称になった。
今は住宅街をひっそり
と流れている。

出会いと交流を大切にして
おり、「世界で最も居心地の
良いユースホステル」に選
ばれたこともある。宿泊者向
けに毎夜日替わりで、体験
イベント等も実施している。

太秦中

安井小

蜂ヶ岡中

源光寺

法雲寺

大酒神社
木嶋坐天照御魂神社

嘉陽門院墓

1

2

3

4 5

常盤・太秦を歩いてみよう

……公衆トイレ
……コンビニ

……災害時の観光客・帰宅困難者
　　　「緊急避難場所」

……交番

……御陵

所要時間38分

1

源
光
寺

2

法
雲
時

3

大
酒
神
社

4

木
嶋
神
社

5

嘉
陽
門
院
墓

発
・
嵐
電
常
盤
駅

着
・
嵐
電
天
神
川
駅

３
分

３
分

７
分

５
分

10
分

10
分

双ヶ岡の
散策路

B A

もと「日本一長い駅名」

※所要時間に、各スポットでの滞在時間は含まれていません。　※所要時間は、あくまで目安としてご利用ください。

自
然
に
触
れ
る

　
妙
心
寺
・
法
金
剛
院
ル
ー
ト

所
要
時
間
１
時
間
半

妙
心
寺
駅

御
室
仁
和
寺
駅

妙
心
寺
北
門
向
か
い
側
に
、お
花
が
一
杯
飾
ら
れ
た
め
ず

ら
し
い
民
家
が
あ
り
ま
す
。

境
内
を
散
策
し
て
、個
性
的
な
塔
頭
寺
院
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

住
宅
街
を
通
り
、双
ヶ
岡
の
南
端
辺
り
の
散
策
路
へ
。

歴
史
的
風
土
特
別
保
存
地
区
の
素
敵
な
散
策
路
を

存
分
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

兼
好
法
師
ゆ
か
り
の
お
寺
で
す
。兼
好
法
師
の
お
墓

が
あ
り
ま
す
が
、普
段
は
非
公
開
で
す
。

双
ヶ
岡…
松
林
と
展
望
地
は
国
の
名
勝
に
指
定
。

妙
心
寺（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
寺
）

長
泉
寺

双
ヶ
岡
こ
も
れ
び
広
場（
双
ケ
岡・一の
岡
山
頂
）

法
金
剛
院

南
門
か
ら
、南
へ
下
り
Ｊ
Ｒ
花
園
駅
へ
と
向
か
い
ま
す
。

こ
も
れ
び
広
場
の
先
の
階
段
を
下
り
、

路
地
を
通
っ
て
一
般
道
に
出
ま
す
。

緩
や
か
な
坂
を
嵐
電
側
に
歩
く
と
、右
手
民
家
の
脇
に
仁
清
窯
跡
の

石
柱
が
あ
り
ま
す
。

123456

自
然
に
触
れ
る

　
妙
心
寺
・
法
金
剛
院
ル
ー
ト

歴
史
を
味
わ
う

　
蓮
華
寺
・
轉
法
輪
寺
ル
ー
ト

所
要
時
間
１
時
間
半

龍
安
寺
駅

轉
法
輪
寺

研
究
室
、茶
室
、か
ま
ど
の
あ
る
キ
ャ
ン
プ
場
、グ
ラ
ウ

ン
ド
な
ど
の
施
設
が
あ
り
、四
季
折
々
の
楽
し
み
方
が

で
き
る
。

境
内
に
あ
る
石
仏
群
が
有
名
で
、７
月
の
土
用
の
丑
の

日
に
は
、病
気
平
癒
を
祈
願
す
る「
き
ゅ
う
り
封
じ
」

の
法
要
が
行
わ
れ
る
。

観
光
向
け
の
お
寺
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。大
仏
は
必
見

の
価
値
あ
り
。拝
観
は
事
前
許
可
が
必
要
。

仁
和
寺

指
月
林

蓮
華
寺

き
ぬ
か
け
の
路
を
南
下
し
ま
す
。

世
界
遺
産
仁
和
寺
の
境
内
を
通
り
ま
す
。

重
要
文
化
財
の
五
重
塔
や
金
堂
は
必
見
で
す
。

123456

歴
史
を
味
わ
う

　
蓮
華
寺
・
轉
法
輪
寺
ル
ー
ト

文
化
を
楽
し
む

　
仁
和
寺
・
鳴
滝
ル
ー
ト

所
要
時
間
１
時
間
半

御
室
仁
和
寺
駅
を
出
る
と
正
面
に
仁
和
寺
の
山
門

が
見
え
ま
す
。山
門
で
は
仁
王
像
が
出
迎
え
て
く
れ

ま
す
。

近
畿
の
駅
百
選
に
も
選
ば
れ
た
趣
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

四
国
八
十
八
ヶ
所
の
写
し
で
あ
る
札
所
を
約
２
時
間

の
行
程
で
全
て
巡
る
こ
と
が
で
き
、同
じ
ご
利
益
を

得
ら
れ
る
お
得
な
御
室
八
十
八
ヶ
所
の
一
番
札
所
。

年
に
10
回
程
度
、能
の
歴
史
や
面
白
さ
を
伝
え
る
教

室
を
開
催
。参
加
に
は
予
約
が
必
要
。

教
会
入
り
口
脇
に
ア
ン
ネ・フ
ラ
ン
ク
像
が
あ
り
ま
す
。

霊
山
寺

福
王
子
の
交
差
点
を
南
下
し
ま
す
。

二
王
門
か
ら
境
内
を
北
上
。金
堂
を
左
手
に
進
み
、裏
門
か
ら
出
ま
す
。

西
に
進
み
ま
す
。立
石
一
真
創
業
記
念
館
を
外
か
ら
眺
望
く
だ
さ
い
。

123457 6

文
化
を
楽
し
む

　
仁
和
寺
・
鳴
滝
ル
ー
ト

御
室
仁
和
寺
駅

仁
和
寺

仁
和
寺
は
７
時
30
分
か
ら
開
門
し
て
お
り
、境
内
は

拝
観
自
由
。地
域
の
方
の
お
散
歩
コ
ー
ス
と
し
て
も

人
気
。

聖
イ
エ
ス
会
嵯
峨
野
教
会

福
王
子
神
社

杉
浦
能
舞
台

鳴
滝
駅

龍
安
寺
駅
へ
商
店
街
全
体
に
ま
で
花
が
並
べ
ら
れ
て
い

る「
花
街
道
」は
京
都
市
環
境
省
を
受
賞
し
て
い
る
。

花
街
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

花
街
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

御
室
仁
和
寺
駅


